
府

令

・

省

令

平成™š年œ月š˜日 火曜日 (号外第˜˜š号)官 報

（
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内

閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
三
年
内
閣
府
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
前
の
各
期
間
に
係
る
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

説
明
書
類
の
作
成
又
は
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
三
年
四
月

一
日
前
の
各
期
間
に
係
る
説
明
書
類
の
作
成
又
は
報
告
」と
い
う
。）を
行
う
こ
と
に
支
障
が
生
じ
た
金
融
機
関（
法

第
二
条
第
一
項
（
第
四
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
除
く
。）に
規
定
す
る
金
融
機
関
を
い
う
。）は
、
こ

の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府

令
別
紙
様
式
第
一
号
又
は
第
二
号
の
例
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
前
の
各
期
間
に
係
る
説
明
書
類
の
作
成

又
は
報
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
こ
れ
ら
の
様
式
に
注
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
府
令
の
施
行
の
際
現
に
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
前
の
各
期
間

に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
説
明
書
類
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
電
磁
的
記

録
（
同
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。）を
含
む
。）の
縦
覧
を
開
始
し
て
い
な
い
金
融
機
関
（
法
第
二
条
第
一

項
（
第
四
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
除
く
。）に
規
定
す
る
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）又
は
当
該
各
期
間
に
係
る
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
っ
て
い
な
い
金
融
機
関
は
、
こ
の
府

令
の
施
行
の
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
中
小
企
業
者
等

に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
七
条
第
三
項
又
は
第
十
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
三
号

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
九
十

六
号
）
第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
に
係
る
中
小
企
業

者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る
命
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置

に
関
す
る
命
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

（
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に

関
す
る
命
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫
連
合
会
に
係
る
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措

置
に
関
す
る
命
令
（
平
成
二
十
一
年
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
を
含
む
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
「
縦
覧
書
類
」
と
い
う
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を

同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

金
庫
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
期
日
ま
で
に
縦
覧
書
類
の
縦
覧
を
開
始
で
き
な
い
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
金
融
庁
長
官
（
金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
金
庫
以
外
の
金
庫
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
庫
の

本
店
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局
長
（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
福
岡
財
務
支
局
長
））及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
縦
覧
の
開
始
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

金
庫
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
理
由
書
を
添
付
し
て
金
融

庁
長
官
、
財
務
局
長
又
は
福
岡
財
務
支
局
長
（
以
下
「
金
融
庁
長
官
等
」
と
い
う
。）及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

金
融
庁
長
官
等
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を

し
た
金
庫
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
縦
覧
の
開
始
を
延
期
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

金
庫
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
期
日
ま
で
に
別
紙
様
式
第
二
号
に
よ
り
作
成
し
た
法

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

金
融
庁
長
官
（
金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
金
庫
以
外
の
金
庫
に
あ
っ
て
は
、
当
該
金
庫
の
本
店
の
所
在
地
を
管
轄

す
る
財
務
局
長（
当
該
所
在
地
が
福
岡
財
務
支
局
の
管
轄
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、福
岡
財
務
支
局
長
））

及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
当
該
提
出
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

金
庫
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
承
認
申
請
書
に
理
由
書
を
添
付
し
て
金
融

庁
長
官
等
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

金
融
庁
長
官
等
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
請
を

し
た
金
庫
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
の
延
期
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が

あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
標
準
処
理
期
間
）

第
十
三
条

金
融
庁
長
官
等
は
、
こ
の
府
令
の
規
定
に
よ
る
承
認
に
関
す
る
申
請
が
そ
の
事
務
所
に
到
着
し
て
か
ら

一
月
以
内
に
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
期
間
に
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一

当
該
申
請
を
補
正
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

二

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
に
要
す
る
期
間

三

当
該
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
に
係
る
審
査
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
追
加
す
る
た
め
に
要
す
る
期

間
附
則
第
二
項
中
「
を
含
む
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
対
応
措
置
等
に
関
す
る
説
明
書
類
の
作
成
及
び
行
政
庁
へ
の
報
告
に
係
る
特
例
）

３

東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子

力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）に
よ
り
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
書
類
の
作
成
若
し
く
は

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
支
障
が
生
じ
、
又
は
法
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
申
込
み
を
し
た
中
小
企
業
者
（
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
を
い
う
。）若
し
く
は
住
宅

資
金
借
入
者
（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
住
宅
資
金
借
入
者
を
い
う
。）と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

場
合
に
は
、
別
紙
様
式
第
一
号
第
５
及
び
第
６
記
載
上
の
注
意
２
並
び
に
別
紙
様
式
第
二
号
第
５
及
び
第
６
記
載

上
の
注
意
２
中
「記

載
す
る
こ
と
。

」と
あ
る
の
は
「記

載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
2
3年
３

月
1
1日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。

こ
の
記
載
上
の
注
意
９
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
、
別
表
の
各
欄
を
記
載
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
の
滅
失
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
累
積
額
及
び
累
積
件
数
の
把
握
が
困
難
な
場
合
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
記
載
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
注
記
す
る
こ
と
。

」と
、
別
紙
様
式
第
一
号
第
５

及
び
第
６
記
載
上
の
注
意
９
並
び
に
別
紙
様
式
第
二
号
第
５
及
び
第
６
記
載
上
の
注
意
９
中
「除

く
。

」と
あ
る
の

は
「除

く
。
ま
た
、
債
務
者
か
ら
貸
付
け
の
条
件
の
変
更
等
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
後
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
債
務
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
、
貸
付
け
の
条
件
の

変
更
等
の
審
査
に
つ
い
て
、
追
加
的
な
期
間
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
額
及
び
件

数
を
注
記
の
上
、
当
該
債
務
者
に
係
る
も
の
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

」と
す
る
。
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